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教科 理科 科目 物理 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 物理 （実教出版） 

副教材等 ニューグローバル 物理基礎＋物理 （東京書籍） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

1年次の「物理基礎」では力学の分野を重点的に扱った。本科目では力学分野をさらに深く学び、

熱と波の分野も学習する。「物理基礎」と同じ２単位の授業でこれらの内容を取り扱うため、授

業の進度は「物理基礎」よりも速くなる。そのため、受講生は自宅学習として演習問題に取り組

む必要がある。その際、副教材を使い、解けなかった問題は解答をしっかり読み込む習慣をつけ

るようにすること。読んで理解する力は物理に限らずこれから生きていく上で必要になる。この

科目を通して、物理学と共に読解力も身につけていただきたい。 

２ 学習の到達目標 

日常生活や社会との連携を図りながら、目的意識を持って観察、実験などを行い、物理学的に

探究する能力と態度を育てるとともに、力学、熱、波の性質や音波、光波等に対する探究心を高

め、物理学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め、科学的な自然観を育成する。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

物理学的な事物・現象

に感心や探究心をも

ち、主体的に探求しよ

うとするとともに、科

学的態度を身につけ

ている。 

物理学的な事物・現象

の中に問題を見出し、

探究する過程を通し

て、事象を科学的に考

察し、導き出した考え

を的確に表現してい

る。 

物理学的な事物・現

象に関する観察、実

験などを行い、基本

操作を習得するとと

もに、それらの過程

や結果を的確に記

録、整理し、自然の

事物・現象を科学的

に探究する技能を身

につけている。 

物理学的な事物・現

象に関する基本的

な概念や原理・法則

について理解を深

め、知識を身につけ

ている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

探究活動の記録、発表 

 

学習状況の観察 

ノートやワークシート

の記述 

探究活動の記録、発表 

定期考査の結果 

 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやワークシート

の記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

剛
体
・運
動
量
の
保
存 

剛体にはたらく力のつ

りあい 

   ○ a.物体の衝突の際に、衝突の前後で変わ

らない量がある。それが運動量である。

このことに関心をもっている。 

b．運動量と力積の関係は、運動方程式を

変形することから得られることを理解

している。 

c. 厚紙でできた図形の重心をいくつか

の方法で求めることができる。 

d.力のモーメントについて理解してい

る。直線上の衝突、斜め衝突について

理解している。また、弾性衝突以外の

衝突では、力学的エネルギーが保存さ

れないことを理解している。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観察・実験 

定期考査 

剛体にはたらく力の合

力と重心 

  ○  

運動量と力積  ○   

運動量保存則 ○    

反発係数    ○ 

２
学
期 

熱
と
気
体 

熱と熱量 ○    a. 「熱はなぜエネルギーの一種といえる

のか」といった発問に対し、積極的に

興味・関心をもって回答している。 

b. 熱力学第一法則の式で ΔＵ、Ｑ、Ｗ

はどのようなときに負になり、それは

具体的に何を意味するかを思考するこ

とができる。 

c. 断熱圧縮によって高温になり綿くず

が燃えるようすを確認できている。エ

ンジンの動作原理を理解している。 

d. 物質が、状態変化する際の、熱のやり

とりについて理解している。気体が熱

運動して壁などの面に力を及ぼすこと

から圧力の大きさを表す式を導くこと

ができる。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観察・実験 

定期考査 

 

熱と物質の状態    ○ 

熱と仕事  ○   

気体分子の運動    ○ 

気体の状態変化   ○  

３
学
期 

波 

正弦波  ○   a. 音はどのように伝わるのか、また波動

としての音の性質に興味・関心を示し

ている。 

b. 波を表す式中の物理量について理解

し、変位などを求めることができる。 

c. ブザーを投げたり回転させたりして、

実際にドップラー効果を体験し、確認

できている。 

d. 回折現象はどのようなときに起きる

か、また波長との関係を理解している。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観察・実験 

定期考査 

波の伝わり方    ○ 

音の伝わり方 ○    

ドップラー効果   ○  

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元） 

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて 

いる。 


